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　家鶏・肉腫は組織学的変化よりみれば腫瘍と炎症の両性格
を併有し，両者の中間に位置した病変を示している。第1
篇で述べた如く，一方においては間葉棒細胞の腫瘍性増殖
がみられ，他方では偽好酸球ないし好酸球，単球の浸潤等；
の炎症性反応が初期から末期まで連続的にみられる。従来
の見解によれば，この感染に対する炎症性反応は生体を防
禦する保護機転と考えられている。しかし一般にVirus感
染に対しては一般細菌に対すると異なり，白血球，単球は
期待するほどの防禦的効果を発揮し得ないと考えられるも
のである。
　著者はこの点を究明するために，生後の年齢的条件によ
る炎症反応の推移，さらにVirusの生死及びアレルギー反
応と細胞反応の関係を追求した。
　なお本篇の総括及び文献的考察は第4篇に述べる。
第1実瞼：細胞及鷹の基本形式特に年齢と
　　　細胞及膿の関係に関する実瞼
　　　　　　　　実瞼材料並びに方法
　実験に使用したVjrusは第1篇と同様である。即ち家鶏
肉1矩組織を無菌的にとり出し，これにペニシリンを500
E．H／ccの割合に加えた10倍生塩水で乳剤とし，3，000廻転
15分問遠心，その上清を分離して原液とした。
　卿化鶏卵は10～11日目のものを用い，漿尿膜回内接種
後1日より9楓に亘って組織学的に検索した。組織標本は
パラフィン切片にH．E．染色を施したものを使用した。
　幼鶏は生後1箇月，成鶏は生後1箇年のものを使用した。
Virus接種には．上記原材料の10倍稀釈液1cc宛を両側胸
’部皮下に接種し，12～14日聞に渉って観察した。組織学的
検索は主として接種局所伸展標本の超生体染色によった
が，観察後さらにFormolまたはアルコール固定を行って，
H．E染色またはUnna－Pappenheim（U．　P．）染色を施して
検鏡した。
　　　　　　　　　　実瞼成綾
1＞購化鶏卵漿尿膜における実瞼
　1日目所見：　Virusの直接接種する外胚葉．の細胞は著
しく腫大するが，内胚葉に殆ど変化を認めない。中胚葉で
は充出血が見られ，結合織細胞及び組織球はともに軽度に
腫大する。白血球及び単球の浸潤を認めるが何れも軽度で
ある。
　2日目所見二　外胚葉の細胞は腫大して，2，3重なり合
って排列がやや乱れているものや，原形質が＝オジンに濃
染し，核の染色不良のものがみられる。IP胚葉では軽度の
訳出並L，結合織細胞及び組織球の腫大を認める外，やや嗜
塩基性の原：形質を有する単榎の紡錘形細胞が少数に見られ
る。少数の白1血球及び単球を認める。血管外膜位にも少数
の紡面形細胞を認める。
　　3日目所見；　特記すべき’所見は，中胚葉に紡錘形細胞
の結節様小集団を認める点である。紡錘形細胞の原形質は
やや一塩性で，該は棉円形でク・マチンに富み，核仁は不
明瞭であるが，附近の結合織細胞ないし組織球と区別出来
るもので，腫瘍細胞と思われる．。自血球及び単球反応は弱
い。
　　4日目所見：　外胚葉細胞は染色不良で変性に陥入りか
けている。ilT葉の1血L管は充血性で，これを坂りまいて紡錘
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形細胞が増殖している。勿論血管を離れたところでも散在
性に類似の細胞が見られるが数が少ない。白血球はかなり
増加し，単球もみられる。内胚葉にあたるところの細胞も
腫大しているが，増殖の傾向は弱い。
　5日目所見：　明かに腫瘍細胞とみなすべき’ものが増加
し，血管周囲にも見られる。しかし白血球及び単球反応は
弱い。
　9日目所見＝　外胚葉は著しく胞厚して表層は出血性画
塾を起し，その基底部に上皮紬胞の増殖が見られる。この
細胞の核は円形小型で，ク・マチンは粗大，核仁を認める。
原：形質はヘマ1一キシリンよりもXオヂンに染まる。この外
胚葉性細胞増殖の強い部分の中胚葉においても腫瘍細胞の
増殖が大きな集団状に現われる。この外血管周囲及びこれ
と離れた部分にも腫瘍細胞の小集団が見られる。この頃に
なると結合織細胞及び組織球も著しく腫大し，両者の鑑別
も困難となる。炎症性細胞反応は増強することなく，白血
球及び単球の浸潤を認める。この外嗜塩基性の原形質を有
する大単核円形細胞を認める。内胚葉にあたる部分の細胞
増殖は軽度である。
2）生後1箇月の幼鶏における実験例
　1日目所見：　第1図bに示すが如く，白血球は最も多
量で平削性に浸潤し，単球はまだそれほど多くない。白血
球の頴粒は不明瞭となって変性像を示すものがある6組織
球及び結合織細胞は何れも軽度に腫大する。白血球及グ単
球は血管周囲にも多く，血管外膜位にはU．　P．に濃赤染し
た顯粒状原形質を有する単核細胞がみられる。
　2日目所見＝　白血球はやや減少し，変性崩壊像がみら
れる。単球は大型のものが多く，変性崩解した白」血球を貧
相し，小型のものはUP．に好零する。組織球は著しく膨
大し，原形質は室泡ないし蜂巣状に見える。結合織細胞も
一般に腫大し，この中のあるものの原形質はU．・P．染色で
濃蝋染し，榎仁もまた，赤糊するものがある。
　3日目所見：　白血球は減少し，単球は反対にやや増加
し，両者の曲線は交叉する（第1図b）。単球は群在して肉
芽腫様に見えるものがある。また大型のものと小型のもの
が混在する。原形質はややU．P．染色に丸染するものが多
い。組織球及び結合織細胞はH．E染色では，明かに区別
することは困難となる。U．　P．染色では，あるものは原形
質及び同仁は赤染する。このように細胞が雑然と混在して
いるとき’は，どれが1距瘍細胞かまだ明かに指摘することは
出来ない。
　4日目所見：　白血球の変性甚しく，且つ減少し，逆に
単球はやや増加し，数駈的に後者は前者を凌駕するように．
なる。単球は小型のものが多い。血管周囲に少量の形質細
胞を認める。この頃に紡錘形1匝瘍細胞のFOCUS形成が見
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第1図　二化鶏卵漿尿膜，生後1箇月及び
　　1年置家鶏における肉腫Virus
　　　　　に対する細胞性反応
　a：贈化鶏卵漿尿膜接種例
　b：生後1箇月の幼鶏皮下接種例
　C：生後1箇年以上の成鶏皮下接種例
　　　白血球　　　単球　一一・腫瘍細胞
られるようになる。腫瘍細胞はU．P．染色で原形質は強く
Pyroninに好巧し，核仁もまた赤染する。こめFocus附
近一帯に組織球及び結合織細胞に属する紡鍾形ないし不規
．則な形をとった細胞を認めるが，］H．　E．染色では両者を鑑
別することは困難である。
　5日目所見：　白血球はさらに著しく減少し，単球は腫
瘍細胞、周囲に円形細胞として認められ，一・般に小型のもの
が多い。紡錘形腿瘍細胞の集籏は一層拡大されているが，
腫瘍細胞と腫大した結含織細胞の区別は益々困麟に見え
る。
　　6日目所見：　白血球は殆ど消失したように見える。単
球もまた北下の傾向を示している。周辺部に少数のリンパ
球を認めるが，血管嗣囲には形質細胞は証明せられない。
　腫瘍細胞巣は愈々拡大し，密に集合して糸毬様に見える
この中にまき込まれた結合織細胞及び組織球は区別するこ
とは困難である。
　7日目所見；随瘍細胞は彌漫性に増殖する傾向を示し，
興味あることはこの周囲に再び多量の白血球の滲出を認め
る点である。単球は反対に滅少する、血管周囲に円形細胞
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の浸潤を認める。
　8日目所見＝　腫瘍細胞はさらに増殖して礪屈性｝’c排列
し，この巾，肝試の白血球と少量の単球ないしリンパ球の
浸潤を認める。血管周囲に形質細胞に一致するものを認め
ないが，細胞は著しく増加する。組織球及び結合織細胞は
厘瘍細胞巣の中では織面することは全く不可能となる。
　9、10，11日目所見：随瘍細胞の増殖は益々著明となり，
白血球は8日を頂点として再び減弱の傾向を示すが，初期
の如き’急激な減少を示すことはない。一度減少しかけた単
球は再び増加の傾向を示している。
3＞生後1箇年の成鶏における実瞼
　第1図。に示すが如く反応形式は前記の生後1箇月幼鶏
と同様であるが，若干の差異を認める。白血球反応は接種
第1ないし2日目に急激に増加してその頂点に達するが，
3日目に急速に減少する。しかし5日目より再び白血球反
応が現われ，6日目はかなり増強して，第2の頂点を示す
ようになる。この頂点1は第1次のそれより低く，7日H後
再び減少するが全く消失することはなく，持続的白血球増
力口が見られる。
　単球は白血球反応の減弱する第2ないし3日目に頂点に
達し，4日目には減少する。5日目後白血球の増加につれ
て再び増加し，以降持続的に増加し，数量的には白血球よ
り寧ろ上まわるように見える。腫瘍細胞は4日ないし5日
R頃より認められ，漸進的に増強してゆく。
　弐に局所における腫瘍増殖と白血球反応の関係を追求す
るため，Vir撃感染2週聞後鶏卵大を越える大きな陣乱調
の各所を標本として観察した。
　腫瘍は皮膚の外面に塊状に隆起し限局性に見える。そこ
で腫瘍細胞の増殖状態を考慮して，皮膚に接する部分，（1）
腫瘍巾心部，（2）さらに飼囲筋組織に浸潤性増殖を起してい
ると思われる部分，（3）に分けて観察した。
　1）皮膚に接する部位を見ると，腫瘍組織に対する境界
はかなり明瞭で白血球の殆ど認めないところと，軽度にみ
られるところがある。腫瘍組織内の白血球浸浸潤は平等で
なく極めて少ない部分，中等度の部分，著明に多い部分の
3段階に分けられる。
　粘液形成が強く，腫瘍細胞が少ないところは白血球は少
なく，腫膓細胞が留に排列し，且つ血管が多く増殖が旺ん
であると考えられる部分に白血球は多い。この両者間には
種々の移行像が認められる。中心都に近いところに出血性
壊死巣がみられるが，白till球は中等度よりやや強くその変
性崩解がみられる。白！frL球は血中のそれと差異がなく，核
も分葉または単棲である。顯粒はエオジンに好染し，やや
輝くように見える。好酸球と偽好酸球の鑑別は切片標本で
は容易ではないが，真の好酸球は少ないようである。これ
等は変性壊死巣以外の部位では変性が殆どみられないが，
極めて軽度である。その他単球を認めるが好酸球，偽好酸
球に比較するとその数は遙かに少ない。部位により紡錘形
腫瘍細胞の外に単核円形細胞を比較的多数認めることがあ
る。この中には単球及び組織球に由来するものがあると思
われる。単球の性格をもつたものは白血球浸潤の強くみら
れる血管周囲に著明にみられる。
　2＞随瘍中心部（第2図〉：　この部分は肉眼的にも壊死
を認め得るもので，この壊死巣及び粘液変性が強く，腫瘍
細胞が疎性に配列したところは白血球は少ない。しかし壊
死巣が健常組織に接するところには白血球の浸潤が強く起
きているところがある。ここでは白血球の変性が強く，顯
粒のエオジン好性は低下している。その他の」血管にとみ，
著しく充血，出血性の強いところでは白血球はそれほど多
．〈なく，単核大細胞の多いところがある．。
　3）陸瘍の周囲に対して浸潤性増殖を起していると思わ
れる部位（第3図）：　撞瘍の筋組織内に侵入性増殖をいと
なむ部分では，その先端部に血管を中心として限局性細胞
　　第2図　腫瘍中心部の粘液形成
　　　　　の著明なる部位
腫瘍細胞は疎性に配列し，偽好酸球は殆ど
なく，単核円形細胞を認める。
　第3図　腫瘍周辺部の筋肉組織内侵
　　　　入増殖の認められる部位
炎症性細胞浸潤を認めるが，これ等の殆ど
総ては血管をrli心とした結節を形成する。
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浸潤を認める。ある部分では白血球が多く，ある部分では
単核細胞が多い。この単榎細胞の中には単球の外に幼若な
腫瘍細胞を含んでいる。また一方腫瘍細胞巣が直接筋組織
に接触してこれをおしのけるようにみえる。
　全体的にみると腫瘍組織に接するところでは白血球の多
い部分と，少ない部分がみられる。
小 才
　肉腫Virusの賭ヒ鶏卵漿尿膜接種では中胚葉における露
霜形成はやや早く3日目に現われる。憧瘍の形成部は一般
結合織内よりも血管外膜位にやや強く現われる。白血球及
び単球反応は全経過を通じてかなり弱い。
　生後1箇月輪鶏の皮内接種では煙瘍細胞は4日・目に現わ
れ次第に増大する。この際の交性反応は白血球反応が第1
日目に頂点に達し，以降急速に小計する。しかし興味ある
ことは7日目より再び現われ，その後程度的に減少するが
全く消失することはない。単球反応も白血球より遅れて平
行的に増減する。この初期の白血球，単球反応は異物反応
の形式に一致し，後期の白血球反応は腫膓細胞の増殖と関
係するものと思われる。
　1箇年の成鶏では生後1箇月の幼鶏よりも腫瘍形式がお
くれ，初期の異物反応は強く現われる。腫瘍形成とともに
白血球は再び増加し，後期には藪揺を示すが終始存在する。
第II実験：紫外線照射及び加熱ウイール
　　　スと細胞：反回に関する実験例
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1＞家鶏肉腫Virus潭游液の紫外線照射による話調
　実験材料として家鶏肉腫組織を無菌的に10倍生理的食
塩水乳剤として，3，000回転，15分問遠心沈澱し，上清液
を分離した。そしてこれをシャーレにとり（直径10cmシ
ャーレに厚さ約0．8cmに乳剤を入れる），紫外線照射は距
離を一返とし，照射時間を変えて実験を行った。第1群は
紫外線照射15分，距離30cm，第2群は紫外線照射30分，
距離30cm，第3群は対照として生理的食塩水で紫外線照
射は行わない。照射中は容器を時折動かしてVirus浮游液
に照射を充分行うようにした。これ等の紫外線照液は生後
3箇月の幼若な家鶏皮下に1ccつつ両側胸部に注射した。
家鶏は7日間観察し，各日毎に2羽つつ使用，皮下伸展標
本をつくり，ヘマトキシリン・エオジン染色を行って検鏡
した。
　　　　　　　　　実瞼成績
　a）第1群（15分，30cm照射実験例）（第4図a）。
　本実験例はVirusの滅殺が不充分のため腫瘍陽性となっ
た。即ち第1日目に好中球反応が第4図aに示す如く強く
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第4図紫外線照射及び加熱Virusと細胞反応
　　a：紫外線照射　15分聞　30cm
　　b：紫外線照射　30分間　30CHl
　　c：　力口熱56℃　　30分「計】
　　　一白」血球　　一…単　　球
　　　………腫瘍細胞．　xx×肉芽腫形成
みられ，3日目において急に減少して来る。しかし4日目
においてもなお存続し，4日以降になると再び偽好酸球及
び好酸球の滲出が漸弐強くなってくる。
単球はややおくれて2口目にみられるようになるが，偽好
酸球及び好酸球の消長と同様な傾向をたどる。即ち一時4
日目では減少するが，しかし偽好酸球及び好酸球よりも多
くみられる。5日以降から再び漸次増加して行く，しかし
それは偽好酸球及び好酸球よりはずっと低い。
　一方腫瘍化の傾向は1日目より3日目までは殆ど認め難
いが，4日目以降になって特有な細胞の増殖，集籏巣形成
がみられ，6日目以降に小さな腫瘍細胞集籏があちらこち
らに散見されるようになる。7日目には皮下伸展の際に肉
眼的に少数ながら粟粒大までのものが認められるに到る。
粘液性形成は強くない。
　b）第2群（30分，30cm照射実験例〉〔第4図b）
　本実験例は）iij瘍陰性に終った。偽好酸球及び好酸球は第
1日EIに出現したが，第1群例より著しく反応は弱く，3
日目に到って殆ど消失し，4日目においては認めることが
困難となった。’単球反応も弱く，2ないし3日目に少数認
められたのみであった。組織球の反応は1ないし2日目に
跡取型をとっているものも認めれらるが，櫨瘍細胞の出現
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はみられず，並L管内皮細胞の肥厚，外膜細胞の遊離もみら
れ難い。5日目ないし6日目に一部に肉芽腫形成の傾向を
もつ部分もあ？たが，これ等は聞もなく消失して了つた。
2）加熱による実験
　実験材料は第1項で示したと同様の方法でVirus浮游液
をつくり，方法としてはこれを試験管にとり，56℃，30分
聞で加熱非動化せしめた。観察方法も同様で7日目まで
とした（第4図。）。
実歴成績
　本実験例は7日聞，腫瘍陰性に経過した。偽好酸球及び
好酸球反応は第1日目に最：高に達し，　3日目には急激な減
少を来し，5日目には殆ど消失し，単球反応は2ないし3
日日に最高に出現して漸次滅少を来し，6ないし7日目に
は消失する。肉芽距形成は認められなかった。・
　　　　　　　　　　小　　　括
　紫外線照射Virus浮糖液15分，30　cmでは腫瘍化陽性
を示し，白JiiL球反応も最初の異物1性白血球反応に続いて，
ng　2　thA的の腫瘍性白血球反応が出現した。この細胞反応形
式は非照射生Virusの接種時と全く一致する。
　紫外線照射Virus浮游液30分，30　cmでは腫瘍化は陰
性に終った。そして白血球反応もかなり弱く異物反応に終
った。後期に一時的に．殆ど軽度であるが肉芽随形成がみら
れた。
　加熱Virus浮游液56℃，30分では同様腫瘍形成は陰性
に終った。白ti11球反応は線照射30分，30　cmの時より少し
く強いが，30cmで15分照射例より弱い。
　以上の実験からみると，初期の異物反応と思われる部分
でもVirusが生きているということが白血球の反応に意味
があるようである。
第111実瞼：非感受性動物における実験
　　　　　　　実瞼材料及び実駿方法
　実験動物としてマウス（岐阜系），モルモット，家兎を使
用したこれ等の動物の皮下に10倍肉腫組織乳剤の3，000
圓転遠心上清液をO．2　ec宛注射し経日的に9日口まで観察
した。皮下接種部を月日的に切除し，フォルマリン固定，
パラフィン切片でヘマトキシリン，エオヂン染色を行った。
　　　　　　　　　実瞼成績
　1）マウス（第5図a）1　白1血球反応は弱く，24時間か
ら48時聞の聞にのみごく僅かな好巾球の遊出の血管嗣囲
にみられる。それにつづいて単球反応が同様の程度に．ご
く僅か出現する。その後7日目から9口卜1に亘って虚弱な
b
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　　　／PKd56789第5図　非感受性動物にVirUS浮遊液接種実験
　　　　a：マウス皮下接種蒔
　　　　b：モルモット皮下接種時
　　　　c：家兎皮下接種蒔
　一一白血球　．　単球　xxx肉芽腫形成
がら肉芽瞳形成をみとめるが，9日目に至り，殆ど消失し
てしまう。
　2）モルモット（eg　5図b）：好中球が24時開目に相当
血管周囲にみられるが，3日目に到って消失する。単球の
出現もかなり強くみられ，比較的長く7日目まで存続し，
3ないし4日目に最も強い反応を示している。肉芽厘形成
も第4日目に形成され，6日目に最高となり，7日目以降
は消失する。
　3＞｛家兎：　1H目から2日目に好中球反応；が強くあら
われ，おくれて2ないし3日目に単球反応が出現し，7日
目に消失する。肉芽腫形成は全く弱く，6日目に少しく認
められる。対照生理的食塩水では好中球の出現は少しく弱
いのみである。
　　　　　　　　　　小　　　括
　非感受性の動物丸物皮下に二家鶏肉煙Virusを接種して細
胞反応を観察した。何れも白血球及び単球反応は異物反応
型であるが，マウスは最も反応は弱く，モルモットでは肉
芽腫形成強く，家兎では白1rtL球反応が強く，　FI．つ結合織の
活性化が目立つ所見である。
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第IV実験：アレルギー実瞼
　　　　　　　　　実験方法
1）再注射実駿（正アレルギー）
　抗原は10倍新鮮家鶏肉腫乳剤3，000回転，15分遠心上
清液を用いた。初回注射として生後1箇月の幼鶏の右翼下
皮下組織内に接種した。再注射は初回注射後7，10，14，21，
48日群と，さらにVirus浮遊液のみの対照群との6群に
分け，初回注射に用いた抗原をO．1　ccずつ対照をのぞいた
5群の他側皮下に接種し，24時婦長判定を行った。
　　　　　　　　　　子下成績
　肉眼的には初回注射後7日目に再注射したものは，再注
射後6日目に再注射部位に半米粒大の腫瘍を認めた。
　初回注射後14日目に再注射したものは腫瘍形成は陰性
．に終った。
　組織学的所見は第1表に示す如くである。
第1表　正アレルギー組織変化
　Virus初感染の対照例（No．5）では軽度の充血，白血球
及び単球の浸潤及び結合織線維の膨化を認める程度であ
る。
2）逆アレルギー実駿
　実験動物は生後1箇月の野鶏を使用した。坑門は第1項
と同様の10倍新鮮Virus浮遊液を用いた。坑血清として
は家鶏肉腫Virus再接種して腫瘍形成が2箇月を経ても
陰性に終った成鶏1こさらに10倍Virus浮1寸寸を5cc再接
種して，第7日目の血清を使用した。注射部位は実験家鶏
の両翼下皮下組織内に抗原1ccずつ接種し瞳瘍が二三的
に出来た7日目以降に7，8，9，10，11日の5群に分けて，
その一側の前回Virus接種部腫瘍形成局所1に抗血清を
1cc接種し，24時間判定を行った。対照として他側とし
て他側に生理的食塩水1ccを接種した。
　　　　　　　　実正成績
組織学的所見は第2表に示す通りである。
第2表逆アレルギーの組織学的所見
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Virus感染後7日目の再注射（No．1）
　軽度の充血を認め，少量の漿液及び7fプリンの滲出，
白血球及び単球の浸潤を認める程度である。
　10日目の再注射例（No．2）では，充血はやや薯明となり，
漿液及びフィブリンの滲出も前例より強く，白1血球及び単
球の浸潤も著明となる。さらに軽度ながらも血管壁及び結
合織の膨化を認める。
　14日目の再注射例〔No．3）では，充血，漿液，フ・プリ
ン，白血球及び単球等の滲出現象は本実験例中最も著明に
みられる。血管壁及び結合織線椎もかなり高度に膨化する。
　Virus感染後21及び28日目の再注射（No・　4）では，両者
とも殆ど同様の所見を鴇し，軽度の充血を認めるが，漿液
及びフィブリンは認め難い。白血球及び単球も少なく，血
管：及び結合織の膨化も弱い。
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　Virus感染7日及び8日目の免度血清注射例では，腫瘍
を中心として充血，漿液，白血球及び単球等の滲出現象は
著明に現われる。同時に腫瘍細胞の変性もみられる。
　9，10，11日目の免受血清注射例では，各例の充血は各
州の充血は殆ど認め難いが，極めて弱い。しかし漿液及び
フィブリン．の滲出，白血球，単球の浸潤を認めるが，単球
が多い。また軽度ながら血管結合織の膨化を認める。腫瘍
細胞はいずれもなり著明な変性を示している。
　対照の非感染家鶏の免慶血清注射例では，軽度の充血，
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血管結合織の膨化，白血球及び単球の滲出現象を認める。
　Virus感染7日より11日目に生理的食塩水のみを注射
した例は，旧例ともに軽度の充血，漿液の滲出を認め，血
管及び結合織は軽度に膨化する。細胞浸潤は白血球及び単
球が主で，両者の量的関．係は各例によって若干の程度的差
異を認める。罪過細胞は9日以降軽度の変性を示している。
小 紫
　1）Virus感染家鶏の皮下にVirusを再接種してアレ～レ
ギー匪変化を追求した。感染後7日目より28日目までの
再接種では何れも肉眼的に著明な反応を認めることは出来
なかった。組織学的に．充血漿液及びフィブリン，白血球
単球を主体とする滲出現象及び血管結倉織の膨化等の所見
を認める。何れも軽度であるが，この中2週間目のものが
比較的著明であった。
　2）次に先づVirusを感染せしめ腫瘍がと月来始めてから
その局所に免疫血清を注射したいわゆる逆アレルギーの形
成にしたがったものである。この山前実験例と同様の滲出
現象を認めるとともに腫瘍細胞の変性がみられた。しかし
滲出現象は7日目のものを除いては対照に比較し（殆ど差
異を認め難いようである。
　　　　　　　　　　　結　　　論
　1）家鶏年齢と細胞反応の関・係を卿化鶏卵漿尿膜．生後
1箇月の幼鶏及び生後1箇年の家鶏について検索した結
果，幼いものでは二二形成は早いが白血球及び単球等の炎
症性反応は弱い。しかし年齢とともに腫瘍化はおくれるが，
初期の異物反応型炎症反応は増強し，そして後期には持続
的に白血球反応の増加が見られる。
　2）紫外線照射及び加熱により不括性化せしめたVirus
では初期異物反応型炎症反応のみで終る。しかもこの反応
は何れも生のVirusよりも弱い。このことは初期の白血．球
反応には異物的刺戟の外にVirusが生ぎているということ
も意味があるようである。
　3）非感受性動物にVirusを接種した場合の細胞反応は
何れも異物反応型である。この際マウスは反応最も弱く，
ラィレモットでは肉芽腫形成強く，家兎では白．血球反応が強
く現われる。
　4）アレルギー性反応における炎症性細胞反応を検する
ため，Virus感染家鶏にViuusを再接種し（正アレルギー），
またはVirus接種局所に免疫血清の注射を試みたところ，
白」立L球の出：現は前者では2週聞目7後者で’は7ないし8日
目のものが強かった。　　　　　　（昭和30．10．24受付）
Summary
　　Effects　of　age　of　chicken，　activity　’of　chicken　sarcoma　virus，　susceptibility　of　the　host
animals　and　sensitization　of　the　animals　upon　the　cellular　reaction　caused　by　the　virus
were　studied　with　the　following　results．
　　　1）　As　for　the　age　of　chicken，　the　chorioallantoic　membranes　of　embryonated　eggs，
one　month　old　chicks　and　one　year　old　chickens　were　tested．　lt　was　noted　that　the　ra－
pidity　in　development　of　the　tumor　rose　with　lowering　in　age　of　the　materials，　while　the
intensity　of　inflammatory　reaction　decreased．
　　　2）　When　the　virus　inactivated　by　urtraviolet　radiation　or　heating　was　inoculated
into　the　animals，　only　a　slight　initial　inflammatory　reaction　of　foreign　body　reaction　type
took　place．
　　　3）　when　the　virus　was　inoculated　into　unsusceptible　animals，　i．　e．，　mice，　guinea　pigs
and　rabbits，　cellular　reactions　were　of　a　foreign　body　reaction　type．
　　The　cellular　reactions　in　each　kind　of　animals　were　as　follows　：　ln　mice，　the　cellular
reaction　was　in　general　letist　intensive　；　in　guinea－pigs，　granulomas　were　noticed　；　in　rab－
bits，　intensive　infiltration　of　leukocytes　were　observed．
　　　4）　ln　the　case　of　一reinoculation　of　the　virtis．　The　most　intensive　infi1’tration　of
leukQcytes　was　observed　when　．the　challenge　inodulat・ion　was　made　2’we6ks’　after　the
sensitizing　inoculatiop．　Qn　the．　other　hand，　in　the”ease，　in　which　immune　serum　was
injected　into　the　site　of　the　tissues　previously　inoculated　with　the　virus，　the’　most　intensive
reaction　was　brought　about　when　the　serum　was　injected　7　to　8・days　after　the　virus
inoculation．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oet，　24，　1955）
